
よくできている できている あまりできていない できていない よくできている できている あまりできていない できていない
R３年度 193 416 68 6 R３年度 180 356 120 27

平均値 3.2 平均値 3.0

よくできている できている あまりできていない できていない よくできている できている あまりできていない できていない
R３年度 208 371 85 19 R３年度 299 300 73 11

平均値 3.1 平均値 3.3

よくできている できている あまりできていない できていない よくできている できている あまりできていない できていない
R３年度 188 323 127 45 R３年度 208 350 89 36

平均値 3.0 平均値 3.1

よくできている できている あまりできていない できていない よくできている できている あまりできていない できていない
R３年度 272 355 50 6 R３年度 141 418 110 14

平均値 3.3 平均値 3.0

よくできている できている あまりできていない できていない よくできている できている あまりできていない できていない
R３年度 159 411 92 21 R３年度 132 375 137 39

平均値 3.0 平均値 2.9

よくできている できている あまりできていない できていない よくできている できている あまりできていない できていない
R３年度 159 400 106 18 R３年度 215 305 110 53

平均値 3.0 平均値 3.0

よくできている できている あまりできていない できていない よくできている できている あまりできていない できていない
R３年度 192 369 99 23 R３年度 200 351 101 31

平均値 3.1 平均値 3.1

※生活綱領「自分で考え自分で行う人となろう」「創意工夫に生きる人となろう」「共に喜び生きる人となろう」

７.生徒はマナーやルールをよく守っていると思いますか 14.安心・安全に配慮した学校施設の整備ができていると思いますか。
評　　価 評　　価

平均値は「よくできている」を4点、「できている」を3点、「あまりできていない」を2点、「できていない」を1点とした平均の値となっています。

６.生徒のコミュニケーション力の育成ができていると思いますか 13.新型コロナウイルス感染症の感染予防対策ができていると思いますか。
評　　価 評　　価

5.教育活動全体を通して、生活綱領(※)や生命を尊重する心、他者を思いやる心、感謝の心を備えた生徒を育成できていると思いますか12.宿題や課題の内容・分量は適切であると思いますか
評　　価 評　　価

4.生徒は資格取得に熱心に取り組んでいると思いますか 11.授業はわかりやすいと思いますか
評　　価 評　　価

3.部活動と補習（検定補習含む）が調整され、効果的に実施されていると思いますか 10.生徒は、明るく充実した学校生活を送っていると思いますか
評　　価 評　　価

2.生徒や保護者に適切な進路（進学・就職）情報が提供できていると思いますか ９.商品開発や販売実習は、本校の特徴的な取り組みの一つになっていると思いますか
評　　価 評　　価

令和３年度　学校評価　生徒アンケート集計結果  （生徒683名回答）

1.生徒の学力を伸ばし、希望進路を実現できていると思いますか ８.学校生活に必要な情報を学年通信やホームページ等を通して発信していると思いますか
評　　価 評　　価

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくできている できている あまりできていない できていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくできている できている あまりできていない できていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくできている できている あまりできていない できていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくできている できている あまりできていない できていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくできている できている あまりできていない できていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくできている できている あまりできていない できていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくできている できている あまりできていない できていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくできている できている あまりできていない できていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくできている できている あまりできていない できていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくできている できている あまりできていない できていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくできている できている あまりできていない できていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくできている できている あまりできていない できていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくできている できている あまりできていない できていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくできている できている あまりできていない できていない



よくできている できている あまりできていない できていない よくできている できている あまりできていない できていない
R３年度 46 137 50 4 R３年度 71 139 23 4

平均値 2.9 平均値 3.2

よくできている できている あまりできていない できていない よくできている できている あまりできていない できていない
R３年度 45 122 61 9 R３年度 31 136 56 14

平均値 2.9 平均値 2.8

よくできている できている あまりできていない できていない よくできている できている あまりできていない できていない

R３年度 45 130 50 12 R３年度 75 124 26 12
平均値 2.9 平均値 3.1

よくできている できている あまりできていない できていない よくできている できている あまりできていない できていない
R３年度 107 101 24 5 R３年度 46 124 52 15

平均値 3.3 平均値 2.8

よくできている できている あまりできていない できていない よくできている できている あまりできていない できていない
R３年度 52 135 41 9 R３年度 39 130 54 14

平均値 3.0 平均値 2.8

よくできている できている あまりできていない できていない よくできている できている あまりできていない できていない

R３年度 46 123 56 12 R３年度 46 142 40 9
平均値 2.9 平均値 2.9

令和３年度　学校評価　生徒アンケート集計結果  （保護者237名回答）

1.生徒の学力を伸ばし、希望進路を実現できていると思いますか 7.本校の生徒はマナーやルールをよく守っていると思いますか。
評　　価 評　　価

2.生徒や保護者に適切な進路（進学・就職）情報が提供できていると思いますか。 8.学校生活に必要な情報を学年通信やホームページ等を通して発信していると思いますか。
評　　価 評　　価

3.部活動と補習（検定補習含む）が調整され、効果的に実施されていると思いますか。 9.生徒は、明るく充実した学校生活を送っていると思いますか。
評　　価 評　　価

4.生徒は資格取得に熱心に取り組んでいると思いますか。 10.保護者との緊急連絡体制が確立されていると思いますか。
評　　価 評　　価

5.教育活動全体を通して、生活綱領(※)や生命を尊重する心、他者を思いやる心、感謝の心を備えた生徒を育成できていると思いますか。 11.新型コロナウイルス感染症の感染予防対策ができていると思いますか。
評　　価 評　　価

6.コミュニケーション力の育成ができていると思いますか。 12.安心・安全に配慮した学校施設の整備ができていると思いますか。
評　　価 評　　価

※生活綱領「自分で考え自分で行う人となろう」「創意工夫に生きる人となろう」「共に喜び生きる人となろう」
平均値は「よくできている」を4点、「できている」を3点、「あまりできていない」を2点、「できていない」を1点とした平均の値となっています。
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よくできている できている あまりできていない できていない



[内部評価　対象：教職員] [43名]

No 質問内容 平均値

1 生徒の学力を伸ばし、希望進路を実現できていると思いますか。 3.0

2 生徒や保護者に適切な進路（進学・就職）情報が提供できていると思います
か。 3.0

3 部活動と補習（検定補習含む）が調整され、効果的に実施されていると思いま
すか。 2.6

4 生徒は資格取得に熱心に取り組んでいると思いますか。 3.0

5 教育活動全体を通して、生活綱領や生命を尊重する心、他者を思いやる心、感
謝の心を備えた生徒を育成できていると思いますか。 2.8

6 考える力(課題解決力・自分で答えを導き出す力)の育成ができていると思い
ますか。 2.7

7 コミュニケーション力の育成ができていると思いますか。 2.8

8 本校の生徒はマナーやルールをよく守っていると思いますか。 3.2

9 学校生活に必要な情報を学年通信やホームページ等を通して発信していると
思いますか。 2.7

10 商品開発や販売実習は、本校の特徴的な取り組みの一つになっていると思い
ますか。 3.0

11 明るく充実した学校生活を送っていると思いますか。 2.9

12 保護者や卒業生、地域、地元企業等と連携を図りながら、生徒が社会を感じる
ことができる機会が十分設定されていると思いますか。 2.9

13 保護者との緊急連絡体制が確立されていると思いますか。 3.0

14 生徒のキャリア形成を支援するためのキャリア教育推進体制が構築されている
と思いますか。 2.5

15 教員の教科指導力を向上させる体制が構築できていると思いますか。 3.5

16 新型コロナウイルス感染症の感染予防対策ができていると思いますか。 2.9

17 安心・安全に配慮した学校施設の整備ができていると思いますか。 2.9

18 あなたは、生徒の学力を伸ばし、進路実現に向けた指導ができていますか。 2.9

19 あなたは、進路情報を十分に理解し、生徒の進路指導に当たることができてい
ますか。 2.8

20 あなたは、授業見学、公開授業の実施、生徒からの授業評価（アンケート等）な
どを通して、自身の授業力向上に努めていますか。 3.0

21 あなたは、「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業改善を行なっています
か。 3.0

22 あなたは、生徒の考える力を引き出すことを意識した授業を行なっていますか。 3.0

23 あなたは、コミュニケーション能力の向上を図ることを意識した授業を行なって
いますか。 3.1

24 あなたは、課題提出ができていない生徒などに対する指導を十分に行っていま
すか。 2.9

25 あなたは、部活動に熱心に関わっていますか。 2.9

26 あなたは、生徒指導力向上のための取組を行なうことができていますか。 3.0

27 あなたは、生活綱領(※)にある目指すべき生徒像を意識した教育を行なうこと
ができていますか。 3.6

28 あなたは、生徒との挨拶を積極的に交わしていますか。 3.6

29 あなたは、個人情報の管理・漏洩には十分に気をつけていますか。 2.8

30 あなたは、ワークライフバランスを意識した生活ができていますか。 2.8

平均値は「よくできている」を4点、「できている」を3点、「あまりできていない」を2点、「できていない」を1点とした平均の値となっています。

※ 生活綱領　・「自分で考え自分で行う人となろう」　・「創意工夫に生きる人となろう」　・「共に喜び生きる人となろう」

令和3年度学校評価　教職員アンケート集計結果
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令和３年度 学 校 評 価 報 告 
 
〔内部評価〕 対象：各専門部・学年                                                                                                 Ａ：よくできた Ｂ：できた Ｃ：あまりできなかった Ｄ：できなかった 

 重   点   目   標 成 果 評
価 課 題 改善策等 

総
 
 
  
務 

・各部・各学年・各科との連携を密にし、学校前提の円滑な運
営に努める 

・新型コロナウイルス関連で各行事の中止や、規模
を縮小しての実施を余儀なくされたが、校務運営
委員会などを通じて、スムーズな運営を図った。 
・集会行事などは、動画配信システムの導入により
、各HRにおて一斉配信で実施することができた。 

A 

・年間行事予定からの行事変更が見られた。コロナ
禍での行事の見直しなどを行う必要がある。 
・動画配信システムの有効活用。 

・年間行事計画の計画段階で、各種行事について感染症防
止策を取りつつ実施できる計画をたてる。また、行事の精選
を図る。 

・広報活動の工夫と充実を図り、本校の特色（魅力）や情報
を学校内外へ発信する。 

・学校紹介や部活動紹介の動画作成や学校ホーム
ページの更新など外部への情報発信回数を増や
すことで、本校（商業高校）の特徴や魅力を伝える
ことができた。 
・各中学校へ学校紹介に行くことで、オープンハイ
スクールへの参加者が増えた。8月、11月の２回に
わたりオープンハイスクールを実施し、530名を超
える中学生、300名を超える保護者が参加した。 

A 

・オープンハイスクールの申込時期や、中学3年生の
進路選択の情報提供として、学校案内パンフレット
などの広報資料を早い段階で作成・配布する必要
がある。 
・ホームページに関しても、姫路商業の授業や部活
動、取り組みなど学校の特色を幅広く情報を発信す
ることで学校への理解を深めることにつながる。 

・学校ホームページでは、各部署・学年との連携を図り、情
報提供や情報発信など学校全体で取り組む必要がある。 
 

・LHRや講演会などを通じてLGBT等今日的な人権問題に 
ついて触れ、その実態を学んで理解を深める。 
 
・人権にかかわる問題の解決に向けて自主的に行動できる 
よう人権意識を高める。 

・人権LHRを通じて人権の問題について各種教材
を用い考える機会を定期的に持つことができた。 
・定期的に人権推進委員会を開き、各部・学年と連
携して人権問題への理解に努めることができた。 
・昨年度コロナのため、予定していた講演会や職員
研修会を開催することができなかったが、今年度は
職員研修もでき、動画による講演会もできて生徒も
しっかり動画を見て人権の課題に取り組めていた。 

B 

・コロナ禍において一か所に集まっての講演は難し
いので、本校も配信システムが確立されたが安定性
に欠けるため講師の方に来ていただいての配信 
は難しいかもしれないため、zoomやmeetを使うか
動画を全教室で利用するか悩むところである。 

・各教室のプロジェクター・情報機器を生かすなど、リモート
での講演会や研修会の持ち方をシステム管理部の先生と
連携して検討する。 
・今日的な課題に向けてアンケート項目からの見直しを図り
結果を全体で共有できるようにする。 

・図書に対する希望や意見を図書委員が集約するなど、生 
徒が自発的に行動できるよう指導し、積極的に図書室を活用 
できるように取り組む。 
・Surfaceや新聞を利用した図書室の活発な利用を促す。 

・図書当番の仕事を通じて書籍の購入希望・管理
や帯出業務などに取り組ませることができた。 
・定期的に図書委員会を開催し、図書の選定、『図
書だより』の発行など自主的に動くよう指導するこ
とができた。 
・入試準備や授業に新聞・書籍・Surfaceの利用を
勧めることができた。 
・調べ学習やプレゼンテーションの学習に図書室設
備を生かす機会を増やすことができた。 

B 

・図書委員については、図書室の利用促進に向けた
積極的な姿勢を指導することが必要である。 
・書籍の環境整備、整理・分類はまだまだである（今
後も相当に必要である）。 
・生徒の自主的な学習の機会が進められていない。
生徒自身が学習の中で疑問をもち、自ら調べ、考え
るよう指導することが必要であり、まだまだ「教員の
指導待ち」状態である。 

・図書委員会をもっと活用する。図書室の利用促進や『図書
だより』紙面構成について自主的に考えさせ、自発的な行
動機会を増やす。 
・Surfaceについては、より利便性を高めるため協力を依頼
し、連携をする。 
・昼休みや放課後の生徒開放を利用して書籍を大切にする
心をはぐくむ。 
・授業での活用機会をさらに増やす。 

教
   

務 
 

・自ら学び、自ら考える力を育成するため、各教科内研修 
（公開授業）を推進し、授業改善を勧める。研究授業を行い 
授業改善・自己研鑽に努める。 
・能力・適性、興味・関心、進路に応じた教育課程の研究に 
努める。 
 

・公開・研究授業を行い、教科内研修を推進した。 
・ＩＣＴを活用し、1年生はタブレットを利用した授業
などの展開が行われた。 
 
 

Ｂ 

・すべての教科で公開・研究授業を実施できなかっ
た。 
・実技科目（芸術）などで実技の課題をタブレットで
撮影し提出させるなどの工夫も見られたがすべての
教科ではないのが課題として残った。 

・年度や学期など授業評価の実施時期を示し、各教科にお
いて評価項目の策定を依頼し教務主導で導入したい。 

・令和4年入学生の新しい学習指導要領にそったカリキュラ
ムの編成。 

・3観点による評価の導入に向けた研修を行う。 
・姫商生に付けさせたい資質・能力を教科ごとに考え、教科

横断的な教育活動ができるようにする。 
・特別活動における観点別評価を設定する。 
・総合的な探究の時間について計画を立てる 

・評価カリキュラム委員会を通して新教育課程を考
えることができた。 
・3観点別の評価による研修を行い、職員全体の共
通認識を持たせることができた。 Ａ 

・来年度各教科で「知識・技能」「思考・判断・表現
」「主体的に学習に取り組む態度」3つの観点から
の評価になっているか検証する必要がある。 

・総合的な探究の時間の導入にあたり、本校のキャリア教育
を意識しキャリアセンターや教務部が中心になり全職員で
取り組む必要がある。 

・県立学校学びのイノベーション推進事業により校内ＬＡＮ 
が整備されたことに伴い、タブレットＰＣや単焦点プロジェク 
タなどのＩＣＴを活用した授業やＢＹＯＤによる授業など、教 
員の活用能力の向上と授業の中での積極的な活用を推進 
する。 
 
 

・デジタル教科書やスタディアプリなどの活用を行っ
た。 
その他、デジタル教材の開発などＤＸが進んだ。 

Ａ 

・情報化社会に主体的に対応できる情報教育を推
進し、情報技術や情報を適切に活用する能力及び
情報モラルを育成する意識を全職員が持つようにし
たい。 
・また、知的財産に対する権利の意識を向上する指
導に取り組む必要もある。 
 

・生徒指導部などの情報モラル教育も情報教育の一環とし
て位置づけ今後の対応を学校全体の課題として考えていく。 
・デジタル教科書など活用とすべての教科でタブレットコンピ
ュータの活用を考えてもらい、授業の利用単元を考えてもら
う。 
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 重   点   目   標 成 果 評
価 課 題 改善策等 

生
徒
指
導 

・自転車通学生が大部分である現状を踏まえ、交通マナーの
向上と交通安全の高揚を図る。 

・年間３回の交通安全運動（下校時）を実施。 
・自転車交通安全指導。 
・通学時の交通マナー指導（全校生）。 
 

B 

・おおむね交通ルールを遵守する姿勢は見られたが
、細かい部分までは徹底できていない。 

・日常から呼びかけを継続するとともに正しい交通マナーを
理解させる。 

 

・通学カバンの見直し。 ・必要性に応じて各自カバンを選択し活用できてい
る。 B 

・カバンに不要な装飾品を付けている。 
・自転車利用時のカバンの持ち方が悪い。 

・指定カバン廃止の理由を理解させ、本来の活用目的を自
覚させる。 

・インターネットおよびＳＮＳに関するトラブルの減少を図る。 ・インターネットおよびＳＮＳ被害防止講演会を実施
（１年生対象） Ｂ 

・スマートフォンを利用した生徒トラブルが発生した。 ・姫路南サポートセンターと連携を図り、全校生を対象にＳＮ
Ｓ関連の被害防止教室を行う。 

生
徒
支
援 

・教育活動全体を通して心身の健康の保持・増進に必要な
自律的能力を培い、生涯にわたって主体的に健康な生活を
保持するための基礎を培う。 
・新型コロナウイルス感染症対策 

・健康診断の事前・事後措置の機会を活用し集団
・個別に自らの健康に関心を持つ指導を行った。 
・感染症対策のため検診実施方法を見直し三密を
回避する方法で実施した。 
・保健室の機能を十分にいかしながら、保護者や学
校医と連携を密にし、心身の健康問題の早期発見
や早期治療、疾病の予防に努めた。 
・学校全体で感染症予防の教育や偏見差別につ
いて考える指導を実施した。また全職員で消毒や
感染予防の環境整備を実施した。 
・感染予防の行動がとれる生徒が多くなり、感染拡
大期も家庭内感染が主で、校内感染が起きること
はなかった。 

A 

・健康診断結果を受けて、生徒自らが健康意識を持
ち、健康の保持増進につながる行動がとれない生
徒がある。 
・新型コロナウイルス感染症を予防するため時間や
実施方法を見直して実施したが三密を避け実施す
るため時間的な余裕がない。 
・生徒が病院受診する時間の確保が難しい。 
・がん教育の準備が遅れている。 
・目に見えない感染というものを理解することが難し
いため行動変容がおこりにくい。生徒職員ともにそ
の行動の必要性の理解を促すことに苦労した。終わ
りのない状況に疲れや慣れが生まれて危機意識の
低下がみられる。 
・感染拡大期の職員負担が大きかった。自覚ある行
動がとれない生徒が一定数あった。 
 

・健康診断後の事後指導を個別に丁寧に進める。 
・健康教室を増やし、生徒が健康に関心を持つ機会を増や
す。 
・学校として生徒の日常生活の中に病院を受診し定期健診
や検査、治療を受けるための日を確保する。 
・がん教育研修会等に参加し実施できるよう準備する。 
・感染症対策に疲れや慣れが出てくる頃が危険と考える。役
割分担見直しと職員の負担軽減を考えていく。タイムリーな
情報発信と対策の重要性を継続して伝えていく。 
・感染拡大期には保護者と協力し健康観察と行動制限を行
い、感染予防のための取組に理解を求める。 
 

・保護者や地域社会との連携を図りながら多様性の社会の
中で、生徒にその一員としての共生の心を育成し、生命の大
切さを体得する。 

・保護者・専門機関と連携し個別に支援を必要とす
る生徒への支援を組織的に行った。 
・ｷｬﾝﾊﾟｽｶｳﾝｾﾗｰを3人体制にしアサーションやソー
シャルスキルトレーニングを実施し生徒の進路実現
のサポートを行った。 B 

・支援が必要な生徒の把握と情報共有を円滑に実
施する必要がある。 
・支援が必要な生徒の中学校からの情報提供がな
い場合があり、対応に遅れが出る場合がある。 
・支援ファイルの定期的な更新ができていない場合
がある。 
 
 

・年度初めに支援が必要な生徒の把握、ファイルの作成更
新、情報の共有までのスケジュールを作成し確認する。情報
が更新されるごとに共有を行えるよう体制を整える。 
・可能な限り入学時に把握する。入学後把握した場合は必
要に応じ保護者・中学校・関係機関と連携し生徒が学校生
活で困難な状況にならないよう努める。 
・キャンパスカウンセリングをさらに生徒に開かれた機会にす
る。 

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー 

・一人ひとりのキャリア形成と自己実現にむけ、組織的・継続
的な進路支援体制の充実を図る。また、各学年や関係機関と
連携を深め、適切なサポートを計画的に実施する。 

・３学年との毎日の打合せや適宜学年会議において
、連携を図った。また、各学年実施の進路行事では
学年進路担当者と連携を図った。 B 

・多様な進路支援が必要となるため、３年生への支
援が業務の中心とり、他学年との連携が手薄になっ
た。 
・時間割や業務の都合等でキャリアセンターと学年
進路担当との打ち合わせの時間が持てなかった。 

・入学時から三年間を見据えた計画を立て、学年の動き、情
報をより把握するためには、放課後等の時間を利用しての
連絡会の時間を持つことが望ましい。 

・主体的な進路選択能力の育成を図るために、様々な体験活
動を通じて望ましい職業観や勤労観の育成と進路意識の向
上を図る。  

・ひょうごスーパーハイスクール事業による外部講師
の活用 
・就職面では、キャリアセンターとの面談、卒業生を
囲む会・応募前職場見学・ビジネスマナー講座・イン
ターンシップ・職業講話・公務員学習会を実施した。
また、生徒・保護者向けの説明会も実施した。 
・進学面では、キャリアセンターとの面談、卒業生を
囲む会、志望理由書講座、学年またはキャリアセン
ターが提案し進めたものもあった。 
・模試に関しては実力診断テストを取り入れ、具体
的な学校名や職種に対する適性を生徒・教師とも
に共有できるようにした。 

B 

・３年生の進路決定時に、社会が抱える課題に対し
て、これまでの学びを通して、自分自身がどういった
立場から貢献できるかを見通せない生徒が多数い
る。 

・卒業後を見据えた3年間のキャリア活動における、ねらいや
目標を明確にし、周知していく。 
・これまでの取り組みは継続しつつ、来年度から実施する「総
合的な探究の時間」と連動して、将来のビジョンを描けるよう
な計画が必要である。 

・様々な活動を通して、幅広い視点を身につけるとともに、その
身につけた実績を、進路に直結できるよう図る。 

・校外研修や講演会、ボランティア活動など様々な 
角度から地域について学ぶ機会を持ち、課題研究 
につながる素地を育成する活動ができた。 
・実践した活動についてはホームページなどを通じ 
て紹介し、生徒のキャリア形成の状況を共有するこ 
とができた。 

B 

・各部・学年、各教科が単独で活動していることが
多く、生徒に対して実施しているキャリア活動の把握
が難しい。 
・学期ごとに振り返りと活動報告書の記入をさせる
予定であったが、活用が進んでいない。 

・生徒のキャリア活動の根幹をにない、各部・学年、各教科に
広げていくようにする。 
・キャリアについて考える学年行事を設け、活動や検定の振
り返り、進路について考える機会を設ける。 
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 重   点   目   標 成 果 評
価 課 題 改善策等 

シ
ス
テ
ム
管
理 

・オンラインネットワークサービスである、ｇｏｏｇｌｅ Ｃｌａｓｓｒｏｏ
ｍやｏｆｆｉｃｅ３６５のｱｶｳﾝﾄの管理やサービスの方針研修を行
う。 
・ＢＹＯＤ授業の補助などを積極的に行う。 
・情報セキュリティ実施手順の策定を行う。 

・いくつかの教科でタブレットと単焦点プロジェク
タを用いた授業が展開できた。ＢＹＯＤなどの授業
の試みから実施をすることができた。 
 Ａ 

・ＩＣＴ機器の積極的活用が一部の職員になりがち
で、活用の利便性と生徒の分かりやすさを今後も
広めていきたい。 
 

・積極的にＩＣＴ機器の研修会を行う。個別指導なども行う 
・chromebookへ導入する新しいアプリについても積極的
に検討を行う。 
・授業でどのようにICT機器を活用するのかを検討するプ
ロジェクトチームを立ち上げ、積極的に提案していく。 
 

・県立学校学びのイノベーション推進事業により校内ＬＡＮ 
が整備されたことに伴い、タブレットＰＣや単焦点プロジェク 
タなど管理を行う。 
・ 
 

・校内LANについては、年度末に「学びのイノベー
ション」の追加希望調査があり、校内のほとんどの
場所で整備することができた。 Ａ 

・校内LANの接続状況が良くなく、NTTに相談し、 
12月より劇的に良くつながるようになった。 
・体育館の無線LANが導入されておらず、現状のま
までは体育の時間にchromebookを活用すること
ができない。 
 

・体育館の無線LANの整備を推進する。 
 

商
 
 
業 
 

・専門教育の深化を図るとともにスペシャリストを育成するた
めに、個々のニーズや時代の流れに合った商業の教育課程
や指導方法を確立する。 

・教育課程の見直し(選択科目の実施内容の変更) 
 
・課題研究の実施内容・方法の変更 
 文化祭にてポスターセッションによる中間発表を
実施 
・特別非常勤講師等の活用 
 ひょうごスーパーハイスクール事業を活用し様々な
職業人による講演会を実施 
・受験検定の精選（１年次での日商簿記３級受験

により2年次日商簿記検定2級合格者の増加） 
 ３年生の日商簿記２級合格者が６５名 
（昨年度７名） 

B 

・課題研究の実施方法を変更したが、商業科目内 
で課題研究につながる取り組み（生徒に考えさせ、 
提案、発表、コンテストへの応募への推奨） 
 
 
・ひょうごスーパーハイスクールが今年度で終了とな 
るため、講師による講演会の機会の確保 
 
・日商簿記３・2級の合格者およびＩＴパスポート等の 
国家資格合格者の増加 
 ＩＴパスポート受験料が\7,500と来年度から値上 
がりするため検討が必要 

・1年次より課題研究に向けた体系的な授業展開の実施 
・資格取得だけではなく、ビジネス事例を用いたグループ学 
習や発表の機会を増やす。また、ビジネスゲームや各種コン 
テストへの応募を通じ、知識を活用しアイデアを生み出すこ 
とで課題研究につなげる授業展開を行う。 
・市役所や姫路青年商工会議所と連携を取り、講師確保に 
務める 
・高崎商科大学との連携により日商簿記講座の動画視聴に 
よる学びが可能となったため、反転学習や復習学習に活用 
することで、自宅学習の習慣を付ける。 
・アルゴリズムの考え方や仕組み理解を中心とした授業展 
開を実施し考え抜く力を身に付けることにより、合格率上昇 
につなげる指導を展開する。 

・デジタル社会に対応したスマートスクール構想の実践 ・今年度中に整備を終える予定。すでに整備を終え
ている教室については機器の活用を実施。 
・動画配信システムにより様々な行事や講演会を体
育館に集めることなく実施が可能となった。 

A 

・教室のプロジェクターでは後方の生徒が見えにく 
い場合がある。 
・教室の雰囲気が発信側に分かりにくい点がある。 
・次年度の活用方法 

・教室で担当する先生方に配信内容を事前に十分把握して
もらうことが必要。 
 
・活用方法を今年度中に検討する。 

情
報
科
学
科 

・コンピュータを活用技術の向上と社会に触れる機会の充実  ・毎年、実施してきた工場見学がコロナ禍の影響
で中止となり、実社会の最新技術などに触れる機
会を作れなかった。 
・２、３年次生徒へは経営者の方に来て講演してい
ただく機会を得た。また、大学校の先生に最新のＡＩ
についての講義をしていただくことができた。 

Ｂ 

・来年度も外部への見学は見通せない状況の中、
企業の方などを講師としてお迎えして、実社会に触
れる機会を作っていくなど考えていきたい。 
・オンライン配信などを活用して実社会とつながる形
での工場見学などを考えていきたい。 

・近隣の企業や研究機関との連携について考える。 

・工業科目（情報技術）の理解と国家資格取得 ・情報技術の基礎から応用技術まで、工業科目中
で段階的に展開して実施した。 
・4月と１０月の国家資格試験が延期となる中、基
本情報技術者試験に4名、情報セキュリティマネジ
メント試験に２名合格した。 
３Ｄプリンター2台、レーザー加工機1台が導入され
た。 

Ｂ 

・情報技術やプログラミング技術を活用したＩＯＴな
ど生徒が興味関心が持てる授業となるように工夫
を凝らす必要がある。 
・新しい機器の実習での利用や教材研究に役立て
たい。 

・生徒が自分で目標達成できる実習教材など考える。 
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 重   点   目   標 成 果 評
価 課 題 改善策等 

１
  
学
 
年 

・生活習慣・学習習慣の確立と主体的な進路選択に向けて
の取り組み 

・遅刻指導など根気強く指導し生活習慣と自己管
理意識の育成に努めた。 
・chromebookを活用して、宿題を配信し、家庭学
習の習慣を身に付けさせた。 
・外部講師による講演会を聞く機会が多くあり、 
その事前学習を行うことにより、将来の職業に対し、
イメージさせることができた。 
 

B 

・アプリ「エナジード」を導入したが、ネットワーク不良
のため、これまで十分に活用ができていない。 
・主体的な進路選択を促すため、学年集会等で卒業
後の進路実現に向けた具体的な取り組みについて
情報発信をしてきたが、全員にはそれが届いていな
い。 

・ネットワーク不良は解消したので、今後「エナジード」を活用
して生徒へ探求的な物事の捉え方、積極的な取り組み方を
身に付けさせたい。 
・ボランティア活動や地域のフォーラム等、学校外の活動にも
参加させ、自身の興味関心を広げ、幅広い年齢の人と触れ
合うことで社会性を育み、自分の言葉で語れる体験を増やし
ていきたい。 

・自己理解とコミュニケーションを深めるための取り組み ・校外学習、体育大会、文化祭と限られた行事の中
で、お互いの個性を認め合い、生活面、学習面とも
に互いに切磋琢磨する様子がうかがえた。 
・挨拶をはじめとする基本的生活習慣が確立し、集
団生活を通して自分の役割を果たす様子がうかが
えた。 
 

B 

・行事が限定的であったため、行事の中でクラスが
一丸となって、取り組むことや、友人とのコミュニケー
ションスキルに課題がある。 
・こちらの提案に対して消極的な態度の生徒の指導
方法を工夫する必要がある 

・体験活動を通じて、自分の長所や短所に気づかせ、自ら改
善しようとする態度を育成する。 

２
 
学
 
年 

・基本的生活習慣を確立させ、人間的なふれあいを通して、
人としての在り方生き方を考えさせ、自主性・主体性を育成す
る。 

・挨拶をはじめとする基本的生活習慣が確立し、集
団生活を通して自分の役割を果たす様子がうかが
えた。 B 

・様々な環境や集団を通じて、チームワークとは何か
を考えさせる。また、リーダーシップを備えた生徒を育
てる。 

・様々な体験活動を通じて、自分の長所や短所を気づかせ、
自ら改善しようとする態度を育成する。 

・生徒一人一人の個性の伸長に努め、自己の能力・適性、興
味･関心にあった進路を主体的に選択し決定できる能力を育
成する。 

・様々な学校生活の中で、お互いの個性を認め合う
生徒が増えた。また、進路に向けて資格取得や学習
面でも切磋琢磨する様子がうかがえた。 

B 

・何事にも見通しをもって計画を立て、評価・改善を
加える課題対応能力を向上させる。 

・学ぶ・働くことへの意義や役割を理解させ、将来を設計する
力を育成する。 

３
 
学
 
年 

・基本的な知識・技能と社会のルールを確実に身につけさせ
る。 

・計画的に学習に取り組み、学力の向上と同時に各 
種コンテストの応募や資格取得において好成績を 
残した。 
・外部講師の方をはじめとする講義や映像資料な
どで社会のルールを知り社会人としての意識を持
つことができた。 

B 

・コロナ禍で予定していた活動ができず、思うような 
結果を出せなかった生徒に対する適切なアドバイス 
が不十分であった。 
・校内だけでなく校外においても、交通ルールをはじ 
めコロナ禍における社会のマナーを守るという意識 
を高めるための働きかけに工夫が必要である。 
 

・進路選択にむけた多様な取り組み（活動）を知るために外 
部の研修にも積極的に参加させる。 
・科学的な知識や社会の状況に意識を向けさせるために、新 
聞やニュースを読む習慣をつけさせる。 

・自ら学び自ら考える態度を身につけさせ、社会人として通用
する人材へと導く。 

 

・自身の興味関心に沿った知識・技能を深め高度な 
資格検定の取得に挑戦し結果を残した。 
 

B 
 

・次年度から成人（社会人）として自立するという意 
識を持たせるための活動が不十分であった。 
 

・外部講師等の社会人の講演や活動を知るために、講演会 
や外部の研修に参加させ、その後継続的に活動させることで 
知識や意識の定着につなげる。 

・主体的な進路選択ができるように進路指導・援助を行うと同
時に家庭や地域社会との連携を密にする。 

・自分自身の長所短所を知ったうえで将来像を描き
その実現に向けて努力し進路を開拓した。 
・家族を含め、自身の周囲の人たちと自分との関係
を客観的にとらえ自身の役割を自覚する姿が見ら
れた。 
 

B 

・性格や家庭環境により個人差が見られるので指導 
者が適切に寄り添い助言を与えることが求められる

。 

・コンテストやボランティアなど外部での活躍を共有できるよ 
う、ホームルームや学年集会などで周知する。 
・担任等との面談を通して意思疎通を密にする。 
 

 


